






　発達途上にある未完成の脳は,けいれん発作が起ることによって重篤な損傷

を受ける可能性が大きい。従って発病後できるだけ早い時期に正しい診断が下

され,適切かつ有効な治療が施されることが急務である。

　しかし一方では,診断は正しく下されても,標準的な正しい治療に対して抵抗

して,発作をコントロールできない。いわゆる難治例が一部に存在する。これ

ら難治例は,おそらく種々の異なった発生病理なり病態生理なりに基づくもの

であり,これらの点を解明してそれぞれに相応した治療法を開発してゆくとい

う研究が必要と思われる。


